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次
々
と
画
風
を
転
換
し
た
異
才 
司
馬
江
漢
（
１
７
４
７
ー
１
８
１
８
） 

 

生
前
に
遺
言
を
公
開
し
た
奇
人 

  

生
前
に
遺
言
を
用
意
す
る
人
々
は
多
数
存
在
し
ま
す
。
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
の
開
発
に
よ
り
巨
額
の
資

産
を
蓄
積
し
た
Ａ
・
ノ
ー
ベ
ル
は
死
亡
す
る
約
一
年
前
の
遺
書
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
創
設
を
記
載
し
て

お
り
、
そ
れ
が
現
在
ま
で
忠
実
に
実
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
国
籍
の
学
者
Ｊ
・
ス
ミ
ソ
ニ
ア

ン
は
一
度
も
ア
メ
リ
カ
を
訪
問
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
に
ス
ミ
ソ

ニ
ア
ン
協
会
を
設
立
す
る
た
め
に
遺
産
を
寄
贈
す
る
と
遺
言
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
博
物
館
群
が
実
現

し
ま
し
た
。 

  

し
か
し
死
亡
す
る
以
前
に
遺
言
を
公
開
す
る
人
物
は
例
外
で
す
が
、
死
亡
の
六
年
以
前
に
遺
言
を

記
載
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
何
人
か
の
友
人
に
送
付
し
、
そ
の
ま
ま
世
間
か
ら
隠
遁
し
て
し

ま
っ
た
有
名
な
人
物
が
い
ま
す
。
あ
る
と
き
ど
う
し
て
も
出
掛
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
用
事
が
あ
っ

て
外
出
し
た
と
こ
ろ
知
人
に
出
会
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
驚
嘆
し
た
知
人
が
挨
拶
し
た
と
こ
ろ
「
死

人
は
発
言
し
な
い
」
の
一
言
で
遠
去
か
っ
て
い
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
こ
の
風
変
わ
り
な
人
物
を
紹

介
し
ま
す
。 

 

浮
世
絵
師
春
信
の
代
筆
と
し
て
活
躍 

  

こ
の
人
物
の
本
名
は
安
藤
吉
次
郎
、
世
間
で
は
司
馬
江
漢
と
い
う
名
前
で
有
名
な
江
戸
時
代
の
画

家
か
つ
学
者
で
す
。
一
七
四
七
（
延
享
四
）
年
に
江
戸
の
四
谷
で
町
人
の
家
庭
に
誕
生
し
ま
し
た
が
、

後
年
、
芝
新
銭
座
に
移
転
し
て
い
ま
す
。
司
馬
と
い
う
名
前
は
そ
の
町
名
に
由
来
す
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
一
五
歳
に
な
っ
た
一
七
六
一
（
宝
暦
一
一
）
年
に
父
親
が
死
亡
し
た
た
め
、
母
一
人
子
一
人

の
生
活
を
し
、
母
親
が
一
七
七
二
（
安
永
元
）
年
に
死
亡
す
る
ま
で
は
独
身
で
生
活
し
て
い
ま
し
た
。 

  

父
親
の
死
亡
を
契
機
に
駿
河
台
狩
野
派
の
絵
師
狩
野
美
信
（
洞
春
）
の
弟
子
に
な
り
ま
す
が
、
画

法
が
自
分
の
趣
旨
に
一
致
し
な
い
と
判
断
、
一
九
歳
に
な
っ
た
一
七
六
六
（
明
和
三
）
年
に
浮
世
絵
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師
鈴
木
春
信
の
弟
子
に
な
り
ま
す
。
春
信
は
一
七
六
〇
（
宝
暦
一
〇
）
年
か
ら
役
者
絵
を
発
表
し
て

人
気
絵
師
に
な
り
、
浮
世
絵
に
多
大
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
人
物
で
す
（
図
１
）
。
そ
こ
で
は
春
重
と

い
う
名
前
で
仕
事
を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
が
、
一
七
七
〇
（
明
和
七
）
年
に
春
信
が
四
五
歳
で
死
亡

し
て
し
ま
い
ま
す
。 

  

当
時
二
四
歳
で
あ
っ
た
江
漢
は
版
元
の
要
請
も
あ
り
春
信
の
画
風
を
継
承
し
、
落
款
も
春
信
と
し

た
美
人
画
を
制
作
し
ま
す
が
、
女
性
の
容
姿
は
当
然
と
し
て
、
画
面
の
上
部
に
雲
形
を
配
置
し
、
そ

こ
に
『
古
今
和
歌
集
』
や
『
千
載
和
歌
集
』
な
ど
古
典
か
ら
抜
粋
し
た
和
歌
を
表
示
す
る
形
式
も
踏

襲
し
、
一
見
で
は
春
信
と
見
分
け
が
つ
か
な
い
よ
う
な
作
品
を
数
多
く
制
作
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
よ
う
な
既
存
の
画
風
を
模
倣
す
る
こ
と
に
満
足
で
き
な
い
江
漢
は
さ
ら
な
る
前
進
を
し
ま
す
。 

 

 
 

宋
紫
石
の
弟
子
と
し
て
唐
絵
を
習
得 

  

当
時
、
中
国
の
絵
画
は
「
唐
画
」
と
か
「
唐
絵
」
と
名
付
け
ら
れ
注
目
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
一
七

三
一
（
享
保
一
六
）
年
に
中
国
か
ら
長
崎
に
渡
来
し
た
画
家
の
沈
南
蘋
（
し
ん
な
ん
び
ん
）
は
写
実

的
な
花
鳥
画
の
名
手
で
す
が
、
そ
の
弟
子
と
な
っ
た
楠
本
幸
八
郎
は
や
は
り
一
七
五
八
（
宝
暦
八
）

年
に
中
国
か
ら
渡
来
し
た
宋
紫
岩
に
も
師
事
し
、
宋
紫
石
を
名
乗
り
ま
す
。
一
七
六
四
（
宝
暦
一
四
）

年
に
江
戸
に
帰
還
し
た
紫
石
は
中
国
直
伝
を
売
物
に
し
て
一
世
を
風
靡
す
る
有
名
絵
師
に
な
り
ま

し
た
（
図
２
）
。 

 

 

 

図１ 鈴木春信「中納言朝忠」 

図２ 宋紫石「岩に牡丹図」 
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紫
石
に
は
数
多
く
の
唐
絵
の
作
品
が
存
在
し
ま
す
が
、
対
象
を
正
確
に
描
写
す
る
と
い
う
唐
絵
の

特
徴
を
明
確
に
表
現
し
た
図
版
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
代
に
活
躍
し
た
平
賀
源
内
と
い
う
学
者
が
一

七
六
三
（
宝
暦
一
三
）
年
に
刊
行
し
た
『
物
類
品
隲
（
ぶ
つ
る
い
ひ
ん
し
つ
）
』
と
い
う
一
種
の
百
科

辞
典
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
に
は
数
一
〇
枚
の
植
物
な
ど
の
図
版
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
べ
て

線
画
で
す
が
、
植
物
の
特
徴
が
簡
潔
明
快
に
描
写
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
３
）
。
そ
の
画
家
が
紫
石
で
し

た
。 

  

江
漢
は
一
七
七
二
（
明
和
九
）
年
末
に
江
戸
で
紫
石
の
弟
子
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
上
記
の
紫
石

の
自
然
を
正
確
に
描
写
す
る
筆
法
に
感
銘
し
、
そ
れ
ま
で
手
懸
け
て
き
た
日
本
の
画
法
が
通
俗
だ
と

理
解
し
た
か
ら
の
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
名
前
を
唐
風
に
し
な
け
れ
ば
風
雅
で
は
な
い
と
い
う
紫
石
の

言
葉
に
よ
り
、
姓
は
司
馬
、
名
は
江
漢
と
し
、
こ
こ
に
司
馬
江
漢
が
誕
生
す
る
と
と
も
に
画
風
も
一

気
に
唐
風
に
変
化
し
、
草
花
や
鳥
類
を
忠
実
に
描
写
し
た
作
品
を
制
作
し
て
い
ま
す
。 

 

蘭
学
人
士
と
出
会
い
銅
版
画
に
挑
戦 

  

こ
の
よ
う
に
江
漢
は
狩
野
美
信
、
鈴
木
春
信
、
宋
紫
石
な
ど
に
師
事
し
て
画
風
を
変
化
さ
せ
て
き

ま
し
た
が
、
さ
ら
な
る
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
が
平
賀
源
内
で
し
た
。
源
内
は
本
草
学
者
、
地
質
学

者
、
医
者
な
ど
科
学
分
野
だ
け
で
は
な
く
、
蘭
画
家
（
画
号
は
鳩
渓
）
、
戯
作
者
（
風
来
山
人
）
、
浄

瑠
璃
作
家
（
福
内
鬼
外
）
、
俳
人
（
李
山
）
な
ど
芸
術
分
野
で
も
活
躍
し
た
異
能
の
人
物
で
す
が
、
家

財
道
具
を
す
べ
て
売
却
し
て
『
ヨ
ン
ス
ト
ン
動
物
図
鑑
』
を
購
入
し
た
と
い
う
ほ
ど
蘭
学
に
も
傾
倒

し
て
い
ま
し
た
。 

  

江
漢
は
二
七
歳
の
と
き
源
内
の
弟
子
と
な
り
、
鉱
山
探
査
に
同
伴
し
ま
す
が
、
発
見
の
見
込
み
が

わ
ず
か
だ
と
鉱
山
開
発
は
断
念
し
ま
す
。
し
か
し
三
三
歳
に
な
っ
た
時
期
に
源
内
と
の
関
係
で
蘭
学

を
開
拓
し
て
い
た
前
野
良
沢
や
大
槻
玄
沢
と
出
会
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
良
沢
は
杉
田
玄
白
、
中

川
淳
庵
、
桂
川
甫
周
と
と
も
に
オ
ラ
ン
ダ
の
医
書
『
タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
』
を
『
解
体
新
書
』

と
し
て
翻
訳
し
た
人
物
で
、
玄
沢
は
良
沢
と
玄
白
の
弟
子
で
『
解
体
新
書
』
の
翻
訳
を
改
定
し
た
人

物
で
す
。 

図３ 宋紫石『物類品隲』の図版 
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江
漢
は
、
そ
れ
ら
の
学
者
が
研
究
し
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
の
書
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
た
銅
版
画
の
制

作
方
法
を
会
得
し
、
一
七
八
三
（
天
明
三
）
年
に
日
本
で
最
初
の
エ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
銅
版
画
を
制

作
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
三
囲
景
」
と
い
う
題
名
で
、
隅
田
川
左
岸
に
あ
る
名
所
の
三
囲
神
社
の
周

辺
を
描
写
し
、
筑
波
山
も
遠
望
す
る
光
景
の
作
品
で
す
（
図
４
）
。
し
か
も
そ
の
作
品
を
レ
ン
ズ
を
通

し
て
鑑
賞
す
る
「
眼
鏡
絵
」
に
し
て
、
後
述
の
全
国
を
行
脚
す
る
と
き
に
は
各
地
で
紹
介
し
ま
し
た
。 

  

さ
ら
に
江
漢
は
油
彩
画
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
油
彩
画
は
一
八
世
紀
前
半
に
登
場
し
て

お
り
、
江
漢
が
最
初
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
源
内
の
情
報
な
ど
に
よ
り
荏
胡
麻
油
と
顔
料
を
混
合
し

た
絵
具
で
天
明
年
間
か
ら
寛
政
年
間
（
一
八
八
〇
年
代
）
に
か
け
て
の
作
品
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

そ
の
題
材
の
多
数
は
自
身
で
所
有
し
て
い
た
一
六
九
四
年
に
オ
ラ
ン
ダ
で
出
版
さ
れ
た
画
集
『
人
間

の
職
業
』
を
手
本
に
し
て
お
り
、
自
身
の
独
創
に
よ
る
題
材
は
そ
れ
ほ
ど
あ
り
ま
せ
ん
（
図
５
）
。 

 

 
 
 
 
 

 
  

平
賀
源
内
を
発
端
と
す
る
人
脈
に
出
会
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
蘭
学
に
目
覚
め
た
江
漢
は
蘭
学
の
原

点
で
あ
る
長
崎
へ
の
旅
行
を
実
行
す
べ
く
、
江
戸
に
妻
子
を
滞
在
さ
せ
た
ま
ま
、
一
七
八
八
（
天
明

八
）
年
四
月
に
長
崎
を
目
指
し
て
一
人
で
出
発
し
ま
し
た
。
東
海
道
を
移
動
し
て
途
中
で
鳥
羽
に
立

寄
り
、
大
和
路
を
経
由
し
て
八
月
に
大
坂
に
到
着
、
以
後
、
中
国
路
を
進
行
し
て
一
〇
月
一
〇
日
に

目
的
の
長
崎
に
到
達
し
ま
し
た
。
そ
の
途
中
で
の
様
子
は
『
江
漢
西
遊
日
記
』
と
し
て
記
録
さ
れ
て

い
ま
す
。 

  

そ
こ
に
は
好
奇
の
精
神
満
々
の
行
動
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
般
の
人
間
が
簡
単
に
は
出
入
り

で
き
な
い
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
を
訪
問
し
、
年
末
か
ら
翌
年
の
正
月
に
か
け
て
は
長
崎
平
戸
の
生

月
を
訪
問
し
て
捕
鯨
を
見
物
す
る
機
会
が
あ
り
、
捕
獲
し
た
巨
大
な
セ
ミ
ク
ジ
ラ
の
背
中
か
ら
周
囲

を
見
渡
し
て
い
る
墨
絵
が
存
在
し
て
い
ま
す
（
図
６
）
。
帰
路
に
は
江
戸
で
面
識
の
あ
っ
た
備
中
足

図４ 「三囲景」（1783） 

図５ 「西洋樽造図」（寛政年間） 
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守
藩
主
の
木
下
石
見
守
を
訪
問
し
、
シ
カ
の
狩
猟
に
参
加
す
る
な
ど
、
様
々
な
体
験
を
し
て
江
戸
に

帰
還
し
ま
し
た
。 

  

そ
れ
以
後
も
何
度
か
遠
出
を
し
て
お
り
、
一
七
九
九
（
寛
政
一
一
）
年
四
月
に
は
大
坂
か
ら
紀
州

を
訪
問
し
て
い
ま
す
が
、
江
漢
の
祖
先
が
紀
州
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
紀
州
の
藩
主
に
も
謁
見

し
て
い
ま
す
。
こ
の
旅
行
に
つ
い
て
の
詳
細
な
日
記
は
記
録
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、『
吉
野
紀
行
』
な

ど
に
何
枚
か
の
絵
画
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
大
半
は
浮
世
絵
風
で
は
な
く
、
風
景
を
忠

実
に
描
写
し
た
西
洋
画
風
の
作
品
に
な
っ
て
お
り
、
江
漢
が
方
向
転
換
し
た
こ
と
を
明
示
し
て
い
ま

す
。 

 

 
 
 
 
 

 
 

画
家
か
ら
科
学
に
領
域
を
拡
大 

  

江
漢
は
源
内
の
手
引
き
に
よ
る
蘭
学
者
と
の
交
友
か
ら
、
当
時
の
世
界
の
先
端
の
地
理
学
や
博
物

学
に
接
触
す
る
機
会
が
あ
り
、
そ
れ
に
関
係
す
る
作
品
も
制
作
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
世
界
地
図
で
す
。

長
崎
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
医
師
Ｊ
・
Ａ
・
ス
ト
ゥ
ッ
ツ
エ
ル
が
一
七
八
八
（
天
明
八
）
年
に
江
戸
に

参
府
し
、
貴
重
な
世
界
地
図
『
ジ
ャ
イ
ヨ
世
界
図
』
を
持
参
し
ま
し
た
が
、
機
会
が
あ
っ
て
、
そ
れ

を
模
写
し
て
『
地
球
図
』
と
し
て
一
七
九
二
（
寛
政
四
）
年
に
発
表
し
た
の
が
江
漢
で
し
た
（
図
７
）
。 

  

さ
ら
に
オ
ラ
ン
ダ
の
Ｆ
・
デ
・
ウ
ィ
ッ
ト
が
一
七
世
紀
後
半
に
制
作
し
た
北
天
と
南
天
の
天
空
の

星
座
を
描
写
し
た
『
天
球
図
』
も
一
七
九
六
（
寛
政
八
）
年
に
模
写
し
、
星
座
に
は
中
国
や
日
本
の

名
称
を
記
入
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地
図
だ
け
で
は
な
く
、
天
体
の
仕
組
に
つ
い
て
も
知
識
を

入
手
し
、「
天
球
図
」
と
同
時
に
『
和
蘭
天
説
』
と
し
て
発
刊
し
て
い
ま
す
。
Ｎ
・
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
の

地
動
説
が
出
版
さ
れ
た
の
は
一
五
四
三
年
で
す
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
も
簡
単
に
説
明
し
て
い
ま
す
。 

 

図６ 「江漢西遊日記」 

図７ 「地球図」（1792） 
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一
九
世
紀
に
な
っ
た
文
化
年
間
の
初
期
に
は
太
陽
と
月
の
表
面
を
『
天
球
全
図
・
太
陽
真
形
図
』

『
天
球
全
図
・
月
輪
真
形
図
』
と
し
て
発
表
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
自
身
で
天
体
観
察
し
た
成
果
で

は
な
く
、
ス
イ
ス
の
学
者
で
司
祭
の
Ａ
・
キ
ル
ヒ
ャ
ー
が
一
六
六
五
年
に
発
表
し
た
『
地
下
世
界
』

の
図
を
模
写
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
長
崎
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
を
外
国
と
の
唯
一
の
窓

口
と
し
て
い
た
鎖
国
時
代
の
日
本
で
貪
欲
に
最
新
情
報
を
入
手
し
て
い
た
鋭
敏
な
感
覚
に
は
驚
嘆

し
ま
す
。 

 

生
前
か
ら
死
亡
通
知
を
発
表 

  

こ
こ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
業
績
だ
け
で
も
相
当
の
人
物
で
す
が
、
画
業
で
は
大
和
絵
、
浮
世
絵
、

唐
絵
、
眼
鏡
絵
、
油
彩
画
な
ど
次
々
と
画
風
を
変
更
し
な
が
ら
数
多
く
の
作
品
を
制
作
し
、
科
学
の

分
野
で
も
世
界
地
図
、
天
球
全
図
を
出
版
す
る
な
ど
の
業
績
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
世
間

の
評
価
は
両
極
で
、
一
七
九
八
（
寛
政
一
〇
）
年
に
発
表
さ
れ
た
当
代
の
人
物
評
価
番
付
で
は
低
位

で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
評
価
も
影
響
し
て
か
、
六
七
歳
に
な
っ
た
時
に
奇
矯
な
行
動
を
実
施
し
ま
す
。 

  

一
八
一
三
（
文
化
一
〇
）
年
の
自
称
七
六
歳
（
実
際
は
六
七
歳
）
の
と
き
、
自
身
で
自
画
像
入
り

の
死
亡
通
知
を
作
成
し
、
各
地
の
知
人
に
送
付
し
た
の
で
す
（
図
８
）
。
要
旨
は
「
江
漢
先
生
は
老
衰

に
よ
り
絵
画
の
依
頼
が
あ
っ
て
も
対
応
せ
ず
、
蘭
学
や
天
文
も
面
倒
に
な
り
、
吉
野
や
京
都
に
滞
在

し
て
、
今
春
、
江
戸
に
帰
還
、
誠
拙
禅
師
の
弟
子
と
な
っ
て
大
悟
し
死
亡
し
た
」
と
い
う
内
容
で
し

た
。
実
際
は
五
年
後
の
一
八
一
八
（
文
政
元
）
年
に
七
二
歳
で
逝
去
す
る
と
い
う
数
奇
な
人
生
で
し

た
。 

 

図８ 「司馬無言辞世語」（1813） 
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つ
き
お 

よ
し
お 

１
９
４
２
年
名
古
屋
生
ま
れ
。
１
９
６
５
年
東
京
大
学
部
工
学
部
卒
業
。
工
学

博
士
。
名
古
屋
大
学
教
授
、
東
京
大
学
教
授
な
ど
を
経
て
東
京
大
学
名
誉
教
授
。
２
０
０
２
、
０
３

年
総
務
省
総
務
審
議
官
。
こ
れ
ま
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
、
人
工
知
能
、
仮
想
現
実
、

メ
デ
ィ
ア
政
策
な
ど
を
研
究
。
全
国
各
地
で
カ
ヌ
ー
と
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
を
し
な
が
ら
、
知
床
半

島
塾
、
羊
蹄
山
麓
塾
、
釧
路
湿
原
塾
、
白
馬
仰
山
塾
、
宮
川
清
流
塾
、
瀬
戸
内
海
塾
な
ど
を
主
催
し
、

地
域
の
有
志
と
と
も
に
環
境
保
護
や
地
域
計
画
に
取
り
組
む
。
主
要
著
書
に
『
日
本 

百
年
の
転
換

戦
略
』
（
講
談
社
）
、
『
縮
小
文
明
の
展
望
』
（
東
京
大
学
出
版
会
）
、
『
地
球
共
生
』
（
講
談
社
）
、

『
地
球
の
救
い
方
』
、
『
水
の
話
』
（
遊
行
社
）
、
『
１
０
０
年
先
を
読
む
』
（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究

所
）
、
『
先
住
民
族
の
叡
智
』
（
遊
行
社
）
、
『
誰
も
言
わ
な
か
っ
た
！
本
当
は
怖
い
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
と
サ
イ
バ
ー
戦
争
の
カ
ラ
ク
リ
』
（
ア
ス
コ
ム
）
、
『
日
本
が
世
界
地
図
か
ら
消
滅
し
な
い
た
め

の
戦
略
』
（
致
知
出
版
社
）
、
『
幸
福
実
感
社
会
へ
の
転
進
』
（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
）
、
『
転
換

日
本 

地
域
創
成
の
展
望
』
（
東
京
大
学
出
版
会
）
な
ど
。
最
新
刊
は
『
凛
凛
た
る
人
生
』
（
遊
行
社
）

な
ど
。 


